




Ⅰ)EIA によるクレチン症スクリーニング 

我々は,現在 RIA 法によって行われているクレチン症スクリーニングに,EIA 法を導入し,3

万検体余について TSH を測定した。測定方法等についての変更はなく,昨年度と同様である

。現在までのスクリーニング結果を表に示した。この間,クレチン症 6例を発見したが,い

ずれも EIA法で 30μU/ml 以上を示し,それらは RIA法においても 30μU/ml 以上であった。

また,RIA 法のスクリーニングによって発見されたクレチン症例は,すべて EIA 法で確認さ

れた。 

次に,同一検体から TSH,T4 を測定する同時測定法についても,若干の改良を加え検討した

結果,TSH,T4 共,良い標準曲線が得られ,現在,ルーチンスクリーニングに応用しつつある。 


